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Ⅰ. 組織の概要及び対象範囲 

（1） 事業所及び代表者名 

Value Frontier株式会社 

代表取締役 石森 康一郎 

代表取締役 梅原 由美子 

 

（2） 所在地 

〒150-0012 東京都渋谷区広尾 1-8-6 広尾 186 ビル 4階 

 

（3） 環境管理責任者及び担当者の氏名と連絡先 

石森 康一郎 

TEL： 03-5422-9462 

FAX：  03-5422-9463 

Email： info@valuefrontier.co.jp 

 

（4） 事業内容 

SX経営コンサルティング業 

 

（5） 事業規模 

従業員数 7人 

延床面積 42.62㎡ 

 

（6） 対象範囲 

全組織・全活動 
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Ⅱ. 環境経営方針 

Value Frontier 株式会社のパーパス、ビジョン、ミッション 

 
 

環境経営方針 

Value Frontier株式会社は、お客様の SX（Sustainability Transformation）経営のあらゆる課題解決

を支援するプロフェッショナル集団です。持続可能な社会の実現に向けた「リスク管理」及び新たな「機会創出」に

継続的に取り組むことで、環境・社会課題解決を通じた企業価値向上を目指しています。全役職員が、環境共

生社会への決意を共有しながら、プラネタリー・バウンダリー（地球資源の限界）内で、社会のニーズを満たすとと

もに、地球温暖化対策と生物多様性保全へ貢献するために、Value Frontier株式会社は人材の拡充を図りな

がら、情熱をもって取り組んでいきたいと考えています。そしてそのために、全役職員に対して環境経営方針の周知

徹底を図ります。また Value Frontier 株式会社は環境経営方針を随時見直し、必要に応じて改善を図ること

で、環境経営を昇華させます。 

 
＜行動方針＞ 
１．事業活動において、省資源、省エネルギー、資源循環につとめ、環境負荷を軽減するために次の事項を重点

的に推進し、継続的改善に努めます。 

① 二酸化炭素（CO2）の排出抑制に努め、排出が避けられない電力利用並びにフライト利用に伴い排出

する CO2は全量オフセットする。 

② 3R（Reduce, Reuse, Recycle）の推進を通じて一般廃棄物の排出を削減する。 

２．事業活動にかかわる環境関連法規制・条例および、当社が同意するその他の要求事項を順守します。 

３．全社員に対して環境に関する知識、関連する法規制、会社の環境方針、環境目標、環境実行計画、教

育訓練の実施により、すべての従業員に周知徹底します。 

４．環境経営レポートを作成します。 

 
制定日：2022年 4月 10日 

代表取締役 石森 康一郎 

Copyright© 2022 Value Frontier Co.,ltd All Rights Reserved. 

Value Frontierのパーパス、ビジョン、ミッション
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Purpose

Vision

Mission

理念・行動規範

人類が持続的に繁栄できる
地球を次世代に残す

カーボンニュートラル、サーキュラー
エコノミー、ネイチャーポジティブな

経済社会の実現

・グローバルな環境課題の解決を通じて企業
価値の向上に資するコンサルティングを行う

・地域の環境課題解決を推進するコンサル
ティングを行う

Passion
・社員がワクワクして成長
できる仕事をする

・環境共生社会への決意を
共有する

Evidence
エビデンスベースの情報・
データを活用する

Creativity
・顧客の目線でベストな
解決策を考え抜く

・顧客の信頼を得る品質を
提供する

①環境経営支援（脱炭素・生物多様性）

②環境行政・政策コンサル

③環境技術の海外展開

④インパクト評価（環境・社会・経済）
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Ⅲ. 環境経営目標（2022年度） 

             
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作成日

25,074 ｋｇ－CO2 全量 ｋｇ－CO2 全量 ｋｇ－CO2

10,920
(5,291)
4,815

(2,333)
27,407
(2,324)

データなし kg 未定 kg 実数把握中 kg

27,709 枚 26,878 枚 27,432 枚

・フライトのCO2排出量は、コロナによる渡航制限の緩和で海外出張が増加しており、数値目標を

水使用量の目標は未設定。
・テナント所有者は弊社の水使用量を把握しておらず、基本料金のみ請求しているため、

ｋWh 10,811 ｋWh

ｋｇ－CO2

ｋｇ－CO2 全量 ｋｇ－CO2

4,671 ｋｇ－CO2 4,767 ｋｇ－CO2

CO2排出量フライト ｋｇ－CO2

CO2排出量

全量

 2022年度比2％削減  実数把握

2022年度目標

エネル
ギー由来
環境負荷
の削減

合計CO2オフセット量

廃棄物
排出量

一般廃棄物（kg）

 2021年度比3％削減

電力

 2021年度比1％削減

2022年4月10日

環境負荷項目
2021年度

基準年実績
（4月～9月）

2024年度
中期目標

ｋWh 10,592使用量

・電力のCO2排出係数は、2020年度東京電力の調整後排出係数0.441Kg-CO2/kWhを使用。

設定することは困難。電力のCO2排出量と併せて全量をオフセットすることを目標とする。

コピー用紙使用量（A4換算）
2021年度比1％削減 2021年度比1％削減
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Ⅳ. 環境経営計画（2022年度） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作成日

全量 ｋｇ－CO2 全量 ｋｇ－CO2 全量をオフセットする。

未定 kg 実数把握中 kg

26,878 枚 27,432 枚

ｋｇ－CO2フライト CO2排出量 全量 ｋｇ－CO2 全量
必要最低限のフライトに留め、効率
的な経路を選択する。

4,671 ｋｇ－CO2 4,767 ｋｇ－CO2

使用量 10,592 10,811ｋWh ｋWh

CO2排出量

裏紙の使用、両面印刷、データでの
やり取りの推進を行う。

廃棄物
排出量

一般廃棄物（kg）
 2022年度比2％削減

コピー用紙使用量（A4換算）
2021年度比1％削減

 実数把握

2021年度比1％削減

2022年度目標

電力

 2021年度比3％削減  2021年度比1％削減

空調温度の省エネ設定、LED導入、
クールビズ＆ウォームビズ、不要照
明の消灯、業務効率の改善を行う。

2022年4月10日

環境負荷項目
2024年度
中期目標

エネル
ギー由来
環境負荷
の削減

合計CO2オフセット量

活動計画

・電力のCO2排出係数は、2020年度東京電力の調整後排出係数0.441Kg-CO2/kWhを使用。

マイボトルの利用促進、3Rの推進、
分別の徹底、廃紙の資源化、裏紙の
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Ⅴ. 環境経営計画に基づき実施した取組内容（2022年度） 

 
 

 

 

全量をオフセットする。
電力のCO2はJクレジットでオフセットし、
フライトのCO2はVCSでオフセットした。

フライト CO2排出量
必要最低限のフライトに留め、効率的な
経路を選択する。

必要最低限のフライトに留め、効率的な
経路を選択した。

活動計画作成日　　2022年4月10日
実施した取組内容　2022年10月10日

環境負荷項目

エネルギー
由来環境
負荷の削減

合計CO2オフセット量

電力
使用量

両面印刷、データでのやり取りの推進を
行った。裏紙の使用については、今後促

廃棄物排出
量の削減

一般廃棄物（kg）

空調温度の省エネ設定、LED導入、クー
ルビズ、不要照明の消灯を実施した。業
務効率の改善については、今後の検討
課題となっている。

活動計画 実施した取組内容

空調温度の省エネ設定、LED導入、クー
ルビズ＆ウォームビズ、不要照明の消
灯、業務効率の改善を行う。

CO2排出量

・電力のCO2排出係数は、2020年度東京電力の調整後排出係数0.441Kg-CO2/kWhを使用。

マイボトルの利用促進、3Rの推進、分
別の徹底、廃紙の資源化、裏紙の使

マイボトルの利用促進、3Rの推進、分別
の徹底、廃紙の資源化、両面印刷の推

裏紙の使用、両面印刷、データでのやり
取りの推進を行う。

コピー用紙購入量（A4換算）
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実施体制及び実施内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

代表者・環境管理責任者 

代表取締役 石森康一郎 

環境管理事務担当者 

コンサルタント 大野佳 

従業員 

環境経営の方針、運用、評価、見直し等の総括 

環境経営方針の周知 

環境経緯における機会と課題の明確化 

環境経営レポートの承認 

環境経営を実践していくための経営資源（人材・予算等）の確保 

環境低減不可に係る計画の作成、運用、評価、見直し 

環境経営レポートの作成 

環境経営方針、行動指針、環境負荷低減策の理解と実施 
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Ⅵ．環境経営目標及び環境経営計画の実績・取組結果とその評価（2022年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作成日

全量
ｋｇ－
CO2

(75,040)
ｋｇ－
CO2

‐
2023年4月に2022年度分の
全量をオフセット予定

- kg 33.5 kg

27,432 枚 11,308 枚

〇

〇

ｋｇ－
CO2

(72,788)
ｋｇ－
CO2

2023年4月に2022年度分の
全量をオフセット予定

‐

(5,107) ｋWh

CO2排出量 (2,310)
ｋｇ－
CO2

(2,252)
ｋｇ－
CO2

使用量 (5,238)

CO2排出量フライト ‐

〇

廃棄物排出
量の削減

一般廃棄物（kg）
 実数把握 下半期も継続してデータを

収集予定

2022年10月10日

環境負荷項目
2022年度目標
（4月～9月）

2022年度実績
（4月～9月）

結果 評価

エネルギー
由来環境
負荷の削減

合計CO2オフセット量

 2021年度比1％削減

ｋWh

・電力のCO2排出係数は、2021年度東京電力の調整後排出係数0.441Kg-CO2/kWhを使用。

電力使用量及び電力由来
CO2排出量は目標値を上回
る達成。

コピー用紙購入量（A4換算）
2021年度比1%削減 2021年度比1%削減 両面印刷、データでのやり

取りを推進した結果、計画

 2021年度比3.5％削減

電力
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Ⅶ．環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果 

（１）遵守する必要のある主な環境関連法規及び遵守状況 
 

 
 

（２）遵守状況の評価 

環境関連法規制等の順守を確認しました。環境法規制等の違反、訴訟、苦情はありません。

（2022年 10月 10日現在） 

 

 

 

 

 

  

2022/4/10   作成

2022/10/10  見直
2022/10/10  遵守評価実施
　　　　　　      遵守評価者：　石森康一郎

適用法規 規制・規定の内容
対象となる環境関連の
設備、施設、作業等

要求への対応状況
（許可、届出、記録、報告等）

遵守評価

1 資源有効利用促進法
①使用済み製品の自主回収・再資源化を求
める製品

・パソコンと小型二次電池 ・条例等に基づき、適正処分 〇

2 廃棄物処理法 ①産業廃棄物の委託処理契約 ・委託業者と契約の締結 ・産業廃棄物処分業許可証（写）確認 〇

②産業廃棄物管理票（マニフェスト）の発行と
管理

・マニフェスト5年間保管 ・過去5年間の保管確認 〇

③産業廃棄物の保管場所に掲示板を設ける ・掲示板（60㎝×60㎝）の設置 ・掲示板の記載内容確認 〇

④マニフェスト交付状況管理表の提出
・1年間のマニフェスト発行状況のま
とめ

・報告書を都知事に提出（毎年6月30日まで） 〇

3 ①廃棄物の減量 ①余計な物品の購入を控える 〇

②適正な処理
②必要に応じて産業廃棄物処理業
者に委託する

〇

③リサイクルの推進 〇

4 家電リサイクル法 ①特定家庭用機器の長期間使用
・テレビ、冷蔵庫、洗濯機、エアコン
の廃棄時

・発生時に適正処分 〇

②廃棄物抑制
③リユース又はリサイクルを行ってい
る

・余計な物品の購入を控える 〇

5 労働安全衛生法 ①職場における労働者の安全と健康の確保
・役職員の健康保持のため定期健康診断を実
施し、個人の事情に合わせた労働条件を適用
することで疲労やストレスのない労働環境づくり

〇

環境関連法規など一覧表
（遵守評価と評価の結果）

＜評価の結果＞
特に問題なし。

渋谷区清掃及びリサ
イクルに関する条例

・区民、事業者の参加と協力の下、地域におい
て廃棄物の減量、適正な処理、リサイクルの推
進に努める。
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Ⅷ. 代表者による全体の評価と見直し・指示 

Value Frontier株式会社は、2022年度からエコアクション21の取り組みを行うこととしたため、2021

年度の実績をベンチマークとして、2024年度までの目標を設定し、2022年 4月 1日～9月 30日の

実績を確認の上、評価した。電気利用による CO2 排出量は、前年の同時期比で削減されているが、フ

ライト利用による CO2 排出量は、コロナによる海外渡航制限が解かれ、海外出張が増えた結果増大し

ている。業務によるものでありやむを得ないものであるが、渡航の際はより効率的な経路はないかを検討し、

排出の削減に努める。 

Value Frontier株式会社は、2020年 4月から導入された中小企業向けの新たな SBT（Science 

Based Targets）認定の申請ルート（Target Setting Letter for SMEs）に排出削減目標を提

出し、科学的根拠に基づいた目標として認定されました。SX 経営コンサルティング業を行う自らが SBT

認定を受けると共に、エコアクション 21 に取り組むことで地球温暖化対策、生物多様性保全により一層

真摯に向き合う方針です。今後エコアクション 21 に基づく環境経営方針、環境経営目標及び環境経

営計画を定期的に見直し、改善に取り組むこととし、必要に応じて実施体制の拡充も図って参ります。 

また環境関連法規の順守状況も確認して参ります。 

なお全体の評価と見直し・指示を行うには、過去の経緯及び現状の確認が必要になるため、エコアクシ

ョン 21 に係る文書類を適切に管理して参ります。 

 

2022年 10月 12日 

代表取締役 石森 康一郎 

 

 
 


